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研究成果の概要（和文）：パーキンソン病におけるすくみ足の検出方法を確立し，その頻度や関連因子を検討し
た．診察室で検出されたすくみ足の頻度は17.9%であったが，44.1%の患者は日常生活ですくみ足を自覚してい
た．すくみ足に関連する独立した関連因子として，姿勢反射・歩行障害，長い罹病期間，疲労が抽出された．ま
た，すくみ足を有するパーキンソン病患者のパーソナリティは，新奇性追求が高く，自己指向性が低いことが示
され，すくみ足の重症度と固執気質は有意な相関があった．
体幹と腰に装着したセンサーですくみ足を検出を試みたところ，歩行の周波数の変化によりすくみ足が検出する
可能性が示唆され，ウェアラブルデバイスの有用性が示された．

研究成果の概要（英文）：We established methods for detecting freezing of gait (FOG) and examined its
 frequency and related factors in Parkinson's disease (PD) patients. The frequency of FOG detected 
in the clinic was 17.9%, but 44.1% of PD patients were aware of FOG in their daily lives. Postural 
instability and gait disturbance, long duration of disease and fatigue were extracted as independent
 related factors related to FOG. We also revealed association of personality traits with FOG in PD 
patients. Higher novelty-seeking and lower self-directness were associated with presence of FOG in 
PD patients. Persistence severity was significantly correlated with the severity of FOG.
When we tried to detect FOG with wearable sensors attached to lower limbs and trunk of PD patients, 
it was suggested that FOG might be detected by changes in walking frequency when FOG appear, 
demonstrating the usefulness of wearable devices.

研究分野：神経変性疾患
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研究成果の学術的意義や社会的意義
診察現場や日常生活におけるパーキンソン病患者のすくみ足の検出法を確立し，その頻度や関連する臨床病態を
明らかにしたことは，パーキンソン病のすくみ足研究を促進させる重要な知見である．すくみ足に特有のパーソ
ナリティについては，診療やリハビリテーション場面での患者に対するかかわり方や共感において有益な知見と
なった．また，ウェアラブルデバイスによるすくみ足検出は遠隔診療での症状評価の可能性を示唆した．以上の
成果は，パーキンソン病におけるすくみ足の診療や研究に発展をもたらすものとして学術的な意義は大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
すくみ足とは，歩行開始時，歩行中，回旋時あるいは目的地に着く直前などのあらゆる場面
において，足があたかも地面に張り付いてしまうように円滑な歩行が困難となる症状で，パー
キンソン病患者や類縁疾患でみられる．日常生活活動（ADL）の制限のみならず，生活の質
（QOL）に悪影響を及ぼす．現在使用されているパーキンソン病治療薬の効果が得られにくい
症状であるため，すくみ足に対する薬物治療や非薬物的介入の開発が切望されている． 
しかし，パーキンソン病患者にみられるすくみ足の有効な検出方法やすくみ足に関連する病
態も十分には解明されておらず，研究の発展が望まれていた． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，日本人パーキンソン病患者にみられるすくみ足について，①診察室での検
出方法や質問票を用いた検出方法を確立し，その有症率を明らかすること，②すくみ足に関連
する臨床病態を運動機能，非運動機能（うつ状態，睡眠，疲労など），認知機能およびパーソナ
リティと幅広い観点から明らかにすること，そして，③ウェアラブルデバイスを用いて客観的
なすくみ足の検出が可能か検討することである． 
 
３．研究の方法 
１）すくみ足の評価法の開発 
診察現場で，図のように定型的な歩行経路を設定した．患者へは通常方向を行ってもらい，
椅子から立ち上がり後の歩行→直進歩行→狭い空間の歩行→回旋時→目的地への歩行中にすく
み足の発現の有無を調査した．また，診察室では検出されない，日常生活におけるすくみ足に
ついては，すくみ足検出のための質問票の The New Freezing of Gait Questionnaireを原著者
より入手し，日本語へ翻訳した．質問票への回答前には，付随したすくみ足に関する説明動画
を閲覧してもらい日常生活ですくみ足の有無や重症度を回答してもらった 

 
２）パーキンソン病の評価 
運動症状はUnified Parkinson‘s Disease Rating Scale-part IIIや Hoehn & Yahr stage を
用いて評価した．うつ状態，アパシー，睡眠障害，疲労などの非運動症状は代表的な評価尺度
を用いて評価した．また，認知機能はMini Mental State Examination, Frontal Assessment 
BatteryおよびMontreal Cognitive Assessmentを用いて評価した． 
 
評価項目 評価尺度 

運動症状 Unified Parkinson‘s Disease Rating Scale-part III (UPDRS partⅢ) 
Hoehn & Yahr stage (HY) 

うつ状態 Geriatric Depression Scale (GDS) 

アパシー Apathy Scale (AS) 

睡眠障害 Pittsburgh Sleep Quality Index (PSQI) 

Epworth sleepiness Scale (ESS) 
REM sleep behavior disorder Screening Questionnaire (RBDSQ) 

疲労 Parkinson Fatigue Scale (PFS) 

認知機能 Mini Mental State Examination  (MMSE) 
Frontal Assessment Battery (FAB) 
Montreal Cognitive Assessment (MoCA) 

 
 
 



３）パーソナリティ診断 
パーソナリティは自己記入式質問票の Temperament and Character Inventory Temperament 
Revised を用いて，5 つの気質因子（新奇性追求，損害回避，報酬依存固執）と 3 つの性格因
子（自己指向性，協調性，自己超越性）を診断した． 
 

 項目 特徴 関連神経伝達物質 

気
質
因
子 

新奇性追求 行動を触発・誘因する因子 ドパミン 

損害回避 行動を抑制・制御する因子 セロトニン 

報酬依存 行動を調整・管理する因子 ノルアドレナリン 

固執 行動に固着・固執する因子 （セロトニン） 

性
格
因
子 

自己志向性 自己決定と意思の強さの状態  

協調性 他者受容や協調・共感性の強さ  

自己超越性 人生全般の満足や周囲への適応  

 
４）ウェアラブルデバイスによるすくみ足の評価 
腰および下肢にセンサー（Opal inertial sensor）を装着し，Timed Up & Go Test時の歩行
中の体動を加速度計やジャイロスコープからの情報を数値化し，歩行周波のパワースペクトル
密度を算出し，パーキンソン病患者のすくみ足発現時と非発現時や健常者と比較検討した． 
 
４．研究成果 
１）パーキンソン病におけるすくみ足の頻度 

229名のパーキンソン病患者に検出されたすくみ足は，診察では 41名（17.9％）にすくみ足
を認めた．一方，診察現場ですくみ足を認めなかったパーキンソン病患者の 101名（44.1%）
は，日常生活でのすくみ足を質問票により自覚していたことが判明した． 

 
２）すくみ足に関連性のある臨床病態 

229 名のパーキンソン病患者をすくみ足の自覚の有無により群別して，臨床病態を比較検討
した．性差はなかったものの，すくみ足を自覚しているパーキンソン病患者は，高齢，パーキ
ンソン病の罹病期間が長く，パーキンソン病の運動機能障害は重度であった．非運動症状にお
いても，抑うつ的，意欲低下，睡眠障害，日中過眠や疲労が強く，認知機能も低下していた．
これらには統計学的に有意差を認めた．さらに，多変量解析では，長い罹病期間，姿勢反射・
歩行障害，疲労はすくみ足に関連した独立した因子であった． 

 
３）すくみ足に関連するパーソナリティ 
認知機能低下のないパーキンソン病患者 39 名において，すくみ足の有無やその重症度とパ
ーソナリティの関連性を調査した．すくみ足を有するパーキンソン病患者は，新規性追求が高
く，自己志向性が低く，統計学的に有意であった．すくみ足の重症度と固執性格は統計的有意
に正の相関があった． 



 

 
 
４）ウェアラブルデバイスによるすくみ足の検出 
健常者やパーキンソン病患者のすくみ足のないパーキンソン病患者の歩行は，周波数 3Hz以
下の数は数が主体の歩行であるが，すくみ足のあるパーキンソン病患者のすくみ足発現時には，
歩行の周波数は 3Hz以上が主体となっており， 3Hz－8Hのパワースペクトル密度を 1－3Hz
のパワースペクトル密度で除し，すくみ足指数として定量化できる可能性が示された． 
 

 
５）まとめ 
パーキンソン病患者において，日常生活におけるすくみ足の自覚は，クリニックなどの診察
室で観察される頻度よりはるかに高いことが示された．さまざまな臨床病態もすくみ足に関連
していたが，特に，姿勢反射障害や歩行障害が強いこと，罹病期間が長いこと，疲労を訴えや
すいことなどが独立した関連因子であった． 
すくみ足を有するパーキンソン病患者の特徴的なパーソナリティの存在が示された．すくみ
足を有するパーキンソン病患者は，一般のパーキンソン病患者とパーソナリティが異なり，新
奇探索性が強く，周りに影響されやすい性格である．物事への固執しやすさがすくみ足の重症
度にも関連していた．診療やリハビリテーション場面でのすくみ足の有するパーキンソン病患
者に対するかかわり方や患者への共感性において有益な知見となった． 
 ウェアラブルデバイスによるすくみ足の検出については，評価が難しいパーキンソン病にお
けるすくみ足を，客観的かつ遠隔でも行える可能性を示した． 
 以上の成果は，パーキンソン病におけるすくみ足の研究の発展に重要な知見をもたらしたも
のと思われる． 
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